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《過労運転の防止》
健康も 無事故も続けて 皆笑顔

・熱中症予防のため、「水分」と「適度な塩分」補給を心がけましょう

《交差点事故をなくしましょう》
・黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」

《構内事故・バック事故をなくしましょう》
出発時 ぐるりとトラック ひと回り

《追突事故を防止しましょう》
前方の 異変に気づける 車間距離

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

札幌 信号交差点 左折乗用車に巻き込まれ
自転車の女子高生、骨折の重傷

乗用車と自転車は同じ方向に走っていました
◇交差点 左折時は、左後方からの横断歩行者、自転車に注意しましょう◇

◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認しましょう ◇
◇『死角』に自転車・歩行者あり◇

◇左折時は、『巻き込み事故』に注意しましょう◇
２０２５／７／２９（火）

２９日午後３時まえ、札幌市中央区の交差点で、乗用車が左折しようとしたところ、同じ方向に走っていた自転
車を巻き込んだということです。この事故で、自転車に乗っていた高校生とみられる１０代の女性が右足の骨を折
るなどの重傷で病院に搬送されました。乗用車を運転していた４０代の男性と同乗していた４０代女性と小学校低学
年の男の子にけがはありません。警察が事故の詳しい原因を調べています。

午前５時半 横断歩道のない場所
横断中の高齢男性 軽乗用車にはねられ死亡

軽乗用車を運転していた50代女性にケガなし
見通しの良い、片側１車線の道路

◇夜間、早朝は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２５／８／６（水）
６日午前５時半ごろ、三重県の横断歩道のない場所を男性（９１）が歩いて道路を渡っていたところ、軽自動車に

はねられ、病院に運ばれましたが、頭などを強く打っていて約５時間後に死亡しました。軽自動車を運転してい
た５０代の女性にケガはありませんでした。現場の県道は片側１車線で見通しはよく、横断歩道はありません。

トラックが中央分離帯に乗り上げ
対向車線の車と衝突
対向車の男性1人、病院に搬送

◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇
◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２５／８／６（水）

６日午後２時前、東京都で「中央分離帯にトラックが乗り上げている」と１１０番通報がありました。警視庁によ
りますと、トラックが中央分離帯に乗り上げた後、対向車線を走っていた車と衝突したということです。この事
故で、車を運転していた男性が肩の痛みを訴え、病院に搬送されました。現場は片側３車線の直線道路。


